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調査地点　　　　調査項目 水素イオン濃度（pH） 溶存酸素量（mg/l） 生物化学的
酸素要求量（mg/l） 浮遊物質量（mg/l）

環境基準値 6.5～8.5 7.5以上 ２以下 25以下
按 田 橋（ 飯 豊 上 ） 7.1～7.3 8.1～12.4 １～2.9 ２～12
入 山 川（ 飯 豊 中 ） 7.1～7.4 8.1～12.6 1.6～3.1 ３～14
新田内川（飯豊中） 7.1～7.5 8.1～12.2 1.2～2.8 ３～13
李 作 川（ 小 戸 神 ） 7.1～7.8 8.4～12.4 1.3～7.2 １～７
浄水場採水口（八反田） 7.2～7.3 7.8～12.6 0.8～3.8 １～13
長 生 橋（ 宿 ノ 後 ） 7.2～7.4 7.8～11.8 1.5～3.3 ２～７
羽黒橋（小野赤沼） 7.1～7.3 7.3～12.4 0.7～４ １以下～16
大 倉 川 7.2～7.4 5.8～8.6 2.7～27 ３～15
多目的研修集会施設 7.4～7.6 7.8～11.6 2.1～4.5 ２～10
小次郎橋（谷津作） 7.1～7.3 7.6～12.4 1.4～5.3 ４～10
十石川（塩庭一区） 7.2～7.4 ８～12.4 0.9～3.8 １～７
九竜滝川（上羽出庭～塩庭二区） 7.3～7.8 8.2～12.6 １～3.6 １以下～６
宮 ノ 前 橋（ 夏 井 ） 6.9～7.1 7.7～12.3 1.3～4.9 ２～17
和 名 田 川 7.4～7.6 8.2～13.1 0.6～3.5 １～10
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【水素イオン濃度（pH）】
　溶存中の水素イオン濃度を表わす。７を中性として、７以下は酸性、７以上はアルカリ性。強酸、強アルカリは魚類、
動物、植物に悪影響を及ぼす。
【溶存酸素量（DO）】
　水中の酸素の溶け込み量。水中の酸素が欠乏すると、魚類などの水中生物が窒息死する。また酸素不足から水中
の汚濁物質は還元性となり、腐敗臭、硫化水素ガスを発生する。数値が低いほど水質は悪化。
【生物化学的酸素要求量（BOD）】
　水中の有機物などの量を、酸化分解のために微生物が必要とする酸素の量で表したもの。数値が高ければ水中に
は腐敗性物質が多いことを意味し、溶存酸素を異常に消費して生物に悪影響を及ぼす。数値が高いほど水質は悪化。
【浮遊物質量（SS）】
　水中に浮遊する粒径（２mm以下）の不溶解性物質の総称。水質汚染の原因の一つで、河川に汚泥床を形成する。数
値が高いと透視度が下がり、藻類の光合成を阻害する。
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